住宅改修申請の手引き
　介護保険では要介護認定・要支援認定を受けた方が心身の状況を勘案して自宅で暮らしやすくするため，現住所地の住宅を改修されたときに，改修費用の一部を支給する制度があります。この場合，住宅改修の前後において，市役所窓口にて支給の申請をしていただく必要がありますが，詳細については下記のとおりです。

１　支給対象となる住宅改修の種類
（１）手すりの取付け

（２）段差の解消

（３）滑りの防止及び移動の円滑化等のための床又は通路面の材料の変更

（４）引き戸等への扉の取替え

（５）洋式便器等への便器の取替え（水洗化の部分は含まれません。）

（６）その他前各号の住宅改修に付帯して必要となる住宅改修

２　支給限度額
　　　２０万円を支給限度額とし，費用の９割～７割（１割～３割は自己負担とする），１８万円～１４万円までを支給します。改修費用が２０万円を超える分については，自己負担となります。

３　支給限度額の特例
原則として現に居住する一つの住宅につき，２０万円を支給限度額としますが，以下の場合は，再び支給限度額がもとの２０万円に設定され直します。

（１）現に居住する住宅を転居したとき

（２）要介護度が３ランク以上高くなったとき（１回のみ有効です。ただし，要支援１については，要介護１になったときに１ランク上昇したものとみなします。）

４　申請できる方
　　　住宅改修を要する被保険者本人（委任による代理申請も可能です。）

５　申請に必要な書類等
（１）住宅改修の着工前に提出しなければならない書類

　　ア　申請書（市役所介護保険課窓口に常備）

　　イ　住宅改修について必要と認められる理由が記載されているもの（ケアマネジャーに作成してもらってください。なお，やむを得ない事情がある場合*1には，住宅改修が完了した後に提出することができます。）

　　ウ　工事費見積もり書
　　エ　住宅改修の予定の状況が確認できるもの（日付入りの写真及び平面図*2など）
（２）住宅改修が完了した後に提出しなければならない書類

　　ア　住宅改修に要した費用に係る領収証（領収証の受取人が被保険者以外のもの，領収証をコピーしたものは認められません。）

　　イ　工事費内訳書（工事を行った箇所，内容及び規模を明記し，材料費，施工費，諸経費等を適切に区分したもの）

　　ウ　完成後の状態を確認できる書類等（改修前及び改修後それぞれの日付入りの写真）

　　エ　住宅所有者の承諾書（住宅所有者が被保険者本人の場合は不要です。）

	【マンションなどの集合住宅（賃貸は除く。）にお住まいの方について】

　お住まいの住宅がマンションなどの集合住宅（賃貸専用物件は除く。）である場合で，専有部分の改修をすることについてマンション管理組合等の規約に定めがあるときは，規約に定められた手続が完了していることが必要です。また，共用部分の改修については，規約に定めのない場合は，組合員（区分所有者）全員の承諾書等の提出が必要です。


　　　以上のほか，住宅改修の着工及び完成の年月日について，さきに提出した申請書に加筆していただきます。

６　申請場所
　　　水戸市役所本庁舎　１階　介護保険課
７　支給期限
　　　申請内容が承認されれば，原則として申請のあった月の翌月末に支給します。

８　照会先
　　　水戸市中央１－４－１　水戸市保健福祉部介護保険課　℡０２９－２３２－９１７７

＊１　「やむを得ない事情がある場合」とは，「入院または入所者が退院又は退所後に住宅での生活を行うため，あらかじめ住宅改修に着工するときに申請を行うことが制度上困難な場合」のことです。
＊２　ここでいう「平面図」とは，改修箇所を記した図面のことをいい，別途，（生活動線が判る）平面図や断面図等を提出してください。
